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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年5月17日(2012.5.17)

【公開番号】特開2011-221493(P2011-221493A)
【公開日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-044
【出願番号】特願2010-275254(P2010-275254)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月27日(2012.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明は、第１の観点からすると、複数の被走査面をそれぞれ光束により個別に走査す
る光走査装置であって、第１の光束を射出する第１の発光部、及び第２の光束を射出する
第２の発光部を含む光源と；前記光源からの複数の光束を偏向する光偏向器と；入射光を
透過光と反射光とに分離する分離光学素子を含み、前記光偏向器で偏向された複数の光束
を、対応する被走査面上に個別に導光する走査光学系と；を備え、前記分離光学素子に入
射する前記第１の光束と前記第２の光束を、主走査方向に直交する面に投影したとき、両
光束が互いに非平行な状態であることを特徴とする光走査装置である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の被走査面をそれぞれ光束により個別に走査する光走査装置であって、
　第１の光束を射出する第１の発光部、及び第２の光束を射出する第２の発光部を含む光
源と；
　前記光源からの複数の光束を偏向する光偏向器と；
　入射光を透過光と反射光とに分離する分離光学素子を含み、前記光偏向器で偏向された
複数の光束を、対応する被走査面上に個別に導光する走査光学系と；を備え、
　前記分離光学素子に入射する前記第１の光束と前記第２の光束を、主走査方向に直交す
る面に投影したとき、両光束が互いに非平行な状態であることを特徴とする光走査装置。
【請求項２】
　前記第１の光束の前記分離光学素子での透過光は第１の被走査面上に導光され、前記第
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２の光束の前記分離光学素子での反射光は第２の被走査面上に導光され、前記第２の光束
の前記分離光学素子での透過光及び前記第１の光束の前記分離光学素子での反射光は遮光
されることを特徴とする請求項１に記載の光走査装置。
【請求項３】
　前記走査光学系は、前記第２の光束の前記分離光学素子での反射光を前記第２の被走査
面上に導光する少なくとも１つの反射光学素子を含み、
　該少なくとも１つの反射光学素子に、前記第１の光束の前記分離光学素子での反射光は
入射しないことを特徴とする請求項１又は２に記載の光走査装置。
【請求項４】
　前記走査光学系は、前記第１の光束の前記分離光学素子での透過光を前記第１の被走査
面上に導光する複数の反射光学素子を含み、
　該複数の反射光学素子のうちの一部の反射光学素子のみに、前記第２の光束の前記分離
光学素子での透過光が入射することを特徴とする請求項１に記載の光走査装置。
【請求項５】
　前記走査光学系は、前記第２の光束の前記分離光学素子での反射光を前記第２の被走査
面上に導光する複数の反射光学素子を含み、
　該複数の反射光学素子のうちの一部の反射光学素子のみに、前記第１の光束の前記分離
光学素子での反射光が入射することを特徴とする請求項１又は４に記載の光走査装置。
【請求項６】
　前記反射光学素子は、主走査方向に直交する断面の形状が台形であることを特徴とする
請求項２～５のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項７】
　前記第１の光束の前記分離光学素子での透過光が通過する射出窓を備え、
　前記第２の光束の前記分離光学素子での透過光は、該射出窓に入射しないことを特徴と
する請求項１に記載の光走査装置。
【請求項８】
　前記第２の光束の前記分離光学素子での反射光が通過する射出窓を備え、
　前記第１の光束の前記分離光学素子での反射光は、該射出窓に入射しないことを特徴と
する請求項１又は７に記載の光走査装置。
【請求項９】
　前記分離光学素子に入射する前記第１の光束と前記第２の光束は、互いに偏光方向が異
なり、
　前記分離光学素子は、偏光ビームスプリッタであることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項１０】
　前記第１の発光部から射出される前記第１の光束と前記第２の発光部から射出される前
記第２の光束は、互いに偏光方向が同じであり、
　前記第１の発光部と前記分離光学素子との間の光路上、あるいは前記第２の発光部と前
記分離光学素子との間の光路上に配置された半波長板を備えることを特徴とする請求項９
に記載の光走査装置。
【請求項１１】
　前記第１の光束と前記第２の光束は互いに波長が異なり、
　前記分離光学素子は、ダイクロイックミラーであることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項１２】
　前記分離光学素子は、ハーフミラーであることを特徴とする請求項１～８のいずれか一
項に記載の光走査装置。
【請求項１３】
　前記光偏向器に入射する前記第１の光束と前記第２の光束は、該光偏向器の回転軸方向
に関して離間していることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の光走査装
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置。
【請求項１４】
　前記第１の発光部と前記第２の発光部は、前記光偏向器の回転軸方向に関して離間して
いることを特徴とする請求項１３に記載の光走査装置。
【請求項１５】
　前記第１の発光部及び前記第２の発光部と前記光偏向器との間の光路上に配置され、
　前記第１の発光部から射出された前記第１の光束と前記第２の発光部から射出された前
記第２の光束を、同じ方向に向かう光束とする合成素子を備えることを特徴とする請求項
１～１４のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項１６】
　前記光偏向器及び前記走査光学系は、光学ハウジング内に収容されており、
　前記第２の光束の前記分離光学素子での透過光及び前記第１の光束の前記分離光学素子
での反射光は、前記光学ハウジングの壁面に導光されることを特徴とする請求項１～１５
のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項１７】
　前記走査光学系は、樹脂製の走査レンズを含む走査レンズ系を有することを特徴とする
請求項１～１６のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項１８】
　前記走査レンズ系は、単一の樹脂製の走査レンズからなることを特徴とする請求項１７
に記載の光走査装置。
【請求項１９】
　前記第１の光束及び前記第２の光束は、入射光学系を介して前記光偏向器に入射され、
　前記入射光学系は、回折光学素子を含むことを特徴とする請求項１～１８のいずれか一
項に記載の光走査装置。
【請求項２０】
　前記走査光学系は、副走査方向における横倍率が１より大きいことを特徴とする請求項
１～１９のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項２１】
　複数の像担持体と；
　画像情報に応じて変調された光束により前記複数の像担持体を個別に走査する請求項１
～２０のいずれか一項に記載の光走査装置と；を備える画像形成装置。
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